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［
論
稿
］
関
東
大
震
災

被
災
・
救
援
・
復
興
の
証
言
ー
渋
沢
栄
一
、
周
囲
の
群
像
、
財
界
・
政
界
の
中
枢
ー

永
冶
日
出
雄

補
説
第
四

大
震
災
に
お
け
る
皇
室
の
対
応
と
施
策

「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
こ
の
よ
う
に
定
め
た
旧
憲
法
の
も
と
で
は
、
国
家
の
頂
点
に
は
も
と
よ
り
皇

室
が
位
し
た
。
一
九
一
二
年
に
即
位
し
た
大
正
天
皇
嘉
仁
は
生
来
病
弱
で
あ
っ
て
、
即
位
十
年
に
し
て
療
養
生
活
へ
入
り
、
二
十
歳

の
皇
太
子
裕
仁
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
が
摂
政
に
就
任
す
る
。
関
東
大
震
災
が
勃
発
し
た
瞬
間
、
天
皇
お
よ
び
皇
后
は
日
光
御
用
邸

に
所
在
し
、
第
二
皇
子
秩
父
宮
雍
仁
と
会
食
中
で
あ
っ
た
。
交
通
遮
断
の
た
め
連
絡
に
窮
し
た
内
務
省
は
、
陸
軍
航
空
機
の
発
進
を

や
す
ひ
と

依
嘱
し
、
上
空
か
ら
君
主
の
無
事
を
確
認
す
る
。
震
災
直
後
の
報
道
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
皇
室
の
非
常
事
態
が
、
と
り
わ
け
東
京

朝
日
新
聞
社
編
『
関
東
大
震
災
記
』
に
逐
一
記
述
さ
れ
る
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
安
否

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
日
光
田
母
沢
の
御
用
邸
に
在
せ
ら
れ
た
、通
信
交
通
機
関
全
滅
の
た
め
御
安
否
の
程
も
伺
い
難
く
、

か
つ
は
帝
都
震
災
の
状
況
を
上
聞
に
達
す
べ
き
必
要
あ
り
。
宮
内
大
臣
の
名
に
よ
り
陸
軍
飛
行
機
第
五
大
隊
立
川
の
飛
行
将
校

歩
兵
中
尉
小
池
武
夫
氏
は
飛
行
機
を
操
縦
し
て
二
日
午
前
全
速
力
で
関
東
平
野
を
北
へ
航
走
し
途
中
機
上
か
ら
沿
線
の
被
害
状

況
を
視
察
、、
田
母
沢
御
用
邸
の
上
に
到
り
「
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
安
否
如
何
、
幸
に
御
安
泰
に
在
し
ま
さ
ば
旗
を
振
っ

て
合
図
さ
れ
た
し
賢
所
並
に
摂
政
殿
下
御
無
事
」
と
の
報
告
筒
三
個
を
投
下
し
幾
回
か
御
用
邸
の
上
空
を
旋
回
し
つ
つ
答
信
を

東
京
朝
日
新
聞
社
編
『
関
東
大
震
災
記
』（
朝
日
新
聞
付
録
）、
一
九
二
三
年
十
月
。
一
七
頁
。

①
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待
っ
て
ゐ
る
と
や
が
て
侍
従
が
出
て
大
旗
を
し
き
り
に
振
り
上
げ
ふ
り
あ
げ
合
図
す
る
の
を
認
め
安
堵
の
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、

驀
地
に
東
京
へ
帰
航
復
命
し
、
宮
内
省
を
経
て
摂
政
宮
殿
下
に
言
上
し
た
。

そ
の
後
飛
行
機
伝
書
鳩
等
に
よ
り
時
々
状
況
を
奏
上
、
陛
下
に
は
ふ
か
く
軫
念
あ
ら
せ
ら
れ
御
内
帑
金
御
下
賜
の
こ
と
あ
り

し
ん
ね
ん

ど
き
ん

震
災
地
の
凡
て
へ
桑
田
、
浜
田
、
服
部
、
大
島
、
船
越
、
大
塚
の
各
侍
従
武
官
を
御
差
遣
あ
ら
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
山
脇
栃

木
県
知
事
、
第
十
四
師
団
井
染
参
謀
長
等
は
親
し
く
御
用
邸
に
伺
候
罹
災
民
の
救
済
、
復
興
等
の
状
況
を
奏
上
、
摂
政
殿
下
に

も
入
江
侍
従
長
、
奈
良
武
官
長
を
御
差
遣
災
害
前
後
の
こ
と
を
奏
上
せ
し
め
ら
れ
た
。
①

秩
父
宮
殿
下
の
対
処

秩
父
宮
殿
下

大
地
震
当
日
殿
下
に
は
日
光
田
母
沢
御
用
邸
本
館
に
丁
度
両
陛
下
と
御
会
食
中
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
御
用

邸
で
の
感
じ
は
あ
た
か
も
東
京
で
の
余
震
く
ら
い
の
も
の
で
何
事
も
な
か
っ
た
が
、
と
く
く
す
る
内
に
僅
か
に
東
京
地
方
の
震

災
状
況
が
伝
へ
ら
れ
、
御
用
邸
か
ら
夜
間
強
行
の
自
動
車
隊
が
出
る
、
内
務
省
か
ら
派
せ
ら
れ
た
強
行
隊
の
電
話
が
来
る
、
二

日
払
暁
二
時
に
至
っ
て
初
め
て
震
害
状
況
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

殿
下
に
は
非
常
な
る
御
心
痛
で
「
第
一
師
団
に
動
員
令
が
下
っ
た
以
上
、
決
し
て
安
閑
と
し
て
ゐ
る
事
は
出
来
ぬ
」
と
て
直

ち
に
御
支
度
、
三
日
朝
上
下
非
常
な
混
雑
の
中
を
大
胆
に
も
御
帰
京
、
其
足
で
第
三
聯
隊
に
御
成
り
平
常
の
御
勤
務
に
服
せ
ら

れ
五
日
に
は
午
後
一
時
よ
り
五
時
間
に
わ
た
り
貨
物
自
動
車
に
召
さ
れ
軍
隊
引
率
。
本
所
深
川
方
面
の
惨
状
を
御
視
察
特
に
酸

鼻
極
ま
る
岩
崎
邸
付
近
に
於
て
は
御
徒
歩
で
罹
災
民
の
状
況
を
親
し
く
御
覧
に
な
り
、
六
日
に
は
上
野
、
浅
草
方
面
、
七
日
に



同
書
。
十
八
ー
十
九
頁
。

①
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は
桐
ヶ
谷
方
面
、
十
一
日
に
は
第
三
聯
隊
の
夜
間
勤
務
状
態
を
御
視
察
、
更
に
二
十
三
日
に
は
皇
族
総
代
の
御
資
格
で
華
頂
宮

博
忠
王
殿
下
と
御
付
武
官
を
随
へ
さ
せ
ら
れ
午
前
七
時
芝
浦
海
軍
桟
橋
か
ら
第
十
八
駆
逐
艦
に
御
便
乗
、
午
後
零
時
三
十
分
横

浜
米
利
堅
桟
橋
御
着
御
出
迎
へ
の
安
河
内
知
事
、
渡
辺
市
長
の
御
案
内
で
御
上
陸
、
宮
内
省
か
ら
差
廻
さ
れ
た
自
動
車
に
召
さ

れ
先
ず
波
止
場
税
関
倉
庫
を
経
て
戒
厳
司
令
部
前
に
て
御
下
車
、
そ
れ
よ
り
御
徒
歩
に
て
配
給
米
其
他
配
給
品
の
貯
蔵
し
て
あ

る
各
倉
庫
内
を
御
通
り
抜
け
に
な
り
高
橋
司
令
官
の
御
説
明
を
詳
し
く
聞
召
さ
れ
つ
つ
司
令
官
が
肩
に
し
た
望
遠
鏡
を
御
手
に

神
奈
川
方
面
の
惨
状
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
れ
御
憂
ひ
深
く
種
々
御
下
問
が
あ
り
再
び
自
動
車
に
て
市
内
の
惨
状
を
隈
な
く
御
視
察

御
慰
問
あ
ら
せ
ら
れ
午
後
二
時
横
浜
駅
よ
り
御
帰
京
遊
ば
さ
れ
た
。
①

八
月
三
十
一
日
は
四
大
節
の
ひ
と
つ
た
る
天
長
節
、
大
正
天
皇
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、
宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕
は
前
日
か
ら
日
光
に

滞
在
し
た
。
天
皇
誕
生
日
の
祝
賀
を
捧
げ
、
翌
日
帰
京
の
途
に
就
い
た
彼
は
、
鉄
道
駅
で
地
震
に
よ
る
交
通
遮
断
を
知
ら
さ
れ
る
。

よ
う
や
く
九
月
二
日
宮
内
省
へ
辿
り
着
き
、
夕
宵
赤
坂
離
宮
の
親
任
式
に
も
参
じ
た
。
な
お
、
宮
内
省
の
機
能
は
内
閣
の
組
織
か
ら

独
立
し
、
首
相
の
交
代
と
係
わ
り
な
く
牧
野
は
そ
の
職
務
を
継
続
す
る
。

牧
野
伸
顕
日
記

そ
の
一

八
月
三
十
日
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山
本
伯
愈
々
台
命
拝
受
の
決
心
を
な
し
、
已
に
組
織
に
着
手
し
た
る
に
付
大
に
安
心
せ
り
。

天
長
節
奉
祝
の
為
め
日
光
へ
供
奉
す
。

八
月
三
十
一
日

拝
謁
。
御
仮
床
後
始
め
て
に
有
之
、
御
引
籠
前
よ
り
御
落
着
き
被
為
在
、
恐
悦
な
り
。

後
皇
后
宮
へ
拝
謁
、
諸
事
言
上
に
及
ぶ
。
正
酒
饌
賜
は
り
、
次
い
で
福
引
其
他
催
し
あ
り
。

九
月
一
日

大
雨
。
出
水
の
恐
れ
あ
り
。
途
中
の
故
障
を
恐
れ
帰
京
に
決
す
。
十
二
時
頃
此
地
方
稀
有
の
強
震
あ
り
。
一
時
停
留
場
に
到

る
。
栗
橋
付
近
故
障
の
為
め
汽
車
普
通
と
の
通
知
あ
り
。
止
む
を
得
ず
引
返
へ
し
旅
館
へ
入
る
。

東
京
付
近
大
地
震
の
報
道
続
々
到
着
。
内
務
省
の
公
報
に
依
り
粗
々
其
程
度
明
瞭
と
な
る
。

九
月
二
日

帰
京
の
途
に
就
く
。
浦
和
付
近
よ
り
震
災
の
跡
著
し
く
顕
は
る
。
栗
橋
不
通
に
付
下
車
、
迂
回
し
て
川
口
に
到
る
。
此
の
間

凡
そ
三
十
分
余
、
沿
道
家
屋
概
ね
倒
半
壊
。
惨
状
甚
だ
し
。

汽
車
は
日
暮
里
に
止
る
。
谷
中
を
経
て
宮
内
省
に
向
ふ
。
幸
に
し
て
途
中
迎
の
自
動
車
に
逢
ひ
、
直
ち
に
登
省
。
往
来
戦
場

の
如
し
。
惨
状
益
々
加
は
り
筆
紙
に
尽
す
べ
き
に
非
ず
。
実
際
目
撃
者
に
非
ざ
れ
ば
想
像
も
及
ぼ
さ
ず
。
帝
都
は
山
手
を
除
く

の
外
全
滅
と
云
ふ
も
過
言
に
あ
ら
ず
。
省
前
広
庭
に
テ
ン
ト
張
中
諸
員
執
務
中
な
り
。
三
殿
下
も
天
幕
中
に
御
避
難
な
り
。
ひ

と
通
報
告
を
聞
き
た
る
後
赤
坂
離
宮
へ
伺
候
、
拝
謁
す
。
此
際
の
御
処
置
、
御
思
召
に
付
言
上
。

此
日
後
八
時
頃
親
任
式
を
被
為
行
た
る
に
付
、
首
相
へ
御
沙
汰
書
及
下
賜
金
の
事
に
付
協
議
。
次
い
で
閣
員
へ
も
面
会
、
本



『
牧
野
伸
顕
日
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
。
八
六
ー
八
七
頁
。

①
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件
に
付
御
思
召
の
次
第
を
内
話
し
、
進
行
に
関
す
る
打
合
を
な
す
。

①

地
震
発
生
の
と
き
摂
政
裕
仁
は
侍
従
や
武
官
を
随
え
、
宮
城
に
お
い
て
執
務
中
で
あ
っ
た
。
数
次
に
わ
た
る
大
揺
れ
の
な
か
で
ま

ず
御
殿
の
中
庭
へ
、
つ
い
で
吹
上
御
苑
の
観
瀑
亭
へ
避
難
す
る
。
や
が
て
赤
坂
離
宮
内
庭
の
天
幕
で
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日
山
本
内

閣
の
信
任
式
に
臨
ん
だ
こ
と
も
、
前
述
の
『
関
東
大
震
災
記
』
で
伝
え
ら
れ
る
。

摂
政
の
被
災
と
避
難

摂
政
宮
殿
下
に
は
一
日
午
前
十
時
二
十
分
頃
赤
坂
離
宮
よ
り
宮
城
に
御
出
仕
御
座
所
に
於
て
聖
務
御
総
覧
中
大
震
動
あ
り
御

次
の
間
に
差
し
控
え
て
奉
仕
し
ゐ
た
る
徳
川
侍
従
長
、
入
江
東
宮
侍
従
長
、
奈
良
武
官
長
を
始
め
侍
従
や
武
官
た
ち
は
驚
愕
し

て
御
側
近
く
駆
け
寄
り
御
機
嫌
を
奉
伺
し
、
ま
た
大
臣
官
房
か
ら
は
時
を
移
さ
ず
関
屋
次
官
大
谷
庶
務
課
長
や
西
園
寺
式
部
次

長
な
ど
馳
せ
参
じ
て
御
安
否
を
伺
い
奉
っ
た

殿
下
は
さ
ま
で
駭
か
せ
給
は
ず
自
若
た
る
御
態
度
に
て
「
有
り
難
う
、
他
は
別
條
は
な
い
か
」
と
仰
せ
あ
り
何
れ
も
恐
懼
し

取
敢
え
ず
御
殿
の
御
中
坪
（
御
内
庭
）
に
降
り
立
た
せ
ら
れ
る
よ
う
言
上
侍
臣
た
ち
は
暫
し
も
御
傍
を
離
れ
ず
御
警
護
申
し
上

げ
た
、
其
際
に
も
数
回
に
亘
り
て
大
揺
れ
返
し
が
続
け
さ
ま
に
や
っ
て
来
た
の
で
小
原
内
匠
頭
は
戸
田
東
宮
事
務
官
と
急
遽
打

合
せ
の
上
午
後
一
時
自
動
車
に
て
吹
上
御
苑
内
の
観
瀑
亭
に
御
避
難
を
仰
ぎ
夕
刻
ま
で
宮
城
の
方
に
御
止
め
あ
り

や
が
て
赤

『
関
東
大
震
災
記
』、
前
掲
。
一
八
ー
一
九
頁
。

①
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坂
離
宮
に
還
御
爾
来
御
内
庭
広
芝
生
の
天
幕
内
に
出
で
さ
せ
ら
れ
二
日
夜
は
山
本
内
閣
の
親
任
式
を
同
避
難
所
に
お
い
て
行
は

れ
たか

か
る
事
実
は
全
く
空
前
絶
後
の
こ
と
で
あ
る
。
同
離
宮
の
建
築
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月
故
片
山
東
熊
博
士
の
設
計
監
督

の
下
に
成
り
流
石
に
東
洋
第
一
の
洋
風
宮
殿
と
定
評
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
第
一
日
の
大
地
震
最
中
建
築
物
は
か
な
り
同
様
し
た

る
も
東
車
寄
せ
の
電
燈
が
破
壊
し
た
位
の
も
の
で
小
さ
な
亀
裂
さ
へ
認
め
ず
六
日
午
後
四
時
三
十
分
に
至
り
天
幕
を
引
払
は
れ

て
宮
殿
内
に
御
入
り
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
日
に
市
内
一
部
の
送
電
が
行
は
れ
離
宮
へ
第
一
番
に
送
電
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
罹

災
民
の
ほ
う
か
ら
先
に
せ
よ
と
の
有
難
き
御
意
を
賜
は
っ
た

か
か
れ
ば
市
民
の
凡
て
も
宮
城
の
一
部
炎
上
の
こ
と
あ
り
、
殿
下
の
御
安
泰
を
気
遣
ふ
こ
と
甚
し
く
、
一
日
坂
下
門
に
押
つ

ま
っ
た
幾
万
の
群
衆
は
徳
川
公
の
自
動
車
を
見
て
口
々
に
「
摂
政
殿
下
は
御
安
泰
か
、
皇
族
に
御
異
状
は
な
い
か
」
と
尋
ね
公

が
「
何
れ
も
御
安
泰
に
渡
ら
せ
ら
る
」
と
答
ふ
る
や
思
は
ず
万
歳
を
唱
へ
た
。
か
く
て
日
々
政
務
を
御
総
覧
に
な
っ
た
。
①

宮
城
に
蔵
さ
れ
た
「
侍
従
日
記
」
や
「
行
啓
録
」
を
主
要
な
典
拠
と
す
る
『
昭
和
天
皇
実
録
』
全
十
九
巻
は
、
宮
内
庁
の
も
と
で

二
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
平
成
二
七
年
に
完
成
さ
れ
た
。
同
書
第
三
巻
に
は
大
正
九
年
の
欧
州
旅
行
と
大
正
十
年
摂
政
へ
の
就
任

も
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
た
な
組
閣
へ
の
命
と
大
地
震
当
日
に
関
す
る
記
述
を
参
照
す
る
。



- 7/14 -

宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

そ
の
一

八
月
二
十
七
日

月
曜
日

こ
の
日
午
前
、
御
殿
場
別
荘
に
滞
在
中
の
公
爵
西
園
寺
公
望
の
許
へ
侍
従
長
徳
川
達
孝
を
、
鎌

倉
別
邸
に
滞
在
中
の
公
爵
松
方
正
義
の
許
へ
侍
従
次
長
入
江
為
守
を
そ
れ
ぞ
れ
御
使
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る
。
午
後
、
西
園
寺
は

松
方
を
鎌
倉
に
訪
問
、
つ
い
で
葉
山
御
用
邸
に
参
邸
し
、
内
大
臣
平
田
東
助
と
面
談
の
後
、
摂
政
に
拝
謁
、
後
継
内
閣
首
班
と

し
て
伯
爵
山
本
権
兵
衛
を
推
挙
す
る
旨
を
捧
答
す
る
。（
原
註
一
）

八
月
二
十
八
日

火
曜
日

午
前
八
時
四
十
五
分
葉
山
御
用
邸
御
出
門
、
御
帰
京
に
な
り
、
十
時
三
十
分
赤
坂
離
宮
に
御
到

着
、
同
離
宮
に
滞
留
さ
れ
る
。（
原
註
二
）

午
前
十
一
時
二
十
分
、
宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕
に
謁
を
賜
う
。（
原
註
三
）

侍
従
長
徳
川
達
孝
を
差
し
遣
わ
し
伯
爵
山
本
権
兵
衛
を
お
召
し
に
な
る
。
午
後
四
時
三
十
五
分
、
山
本
伯
爵
参
殿
に
つ
き

謁
を
賜
い
、
後
継
内
閣
を
組
織
し
大
任
に
当
た
ら
ん
こ
と
を
望
む
旨
の
御
詞
を
賜
う
。
山
本
は
熟
考
の
上
奉
答
す
べ
き
旨
を
捧

答
し
退
出
す
る
。
山
本
は
翌
日
よ
り
拝
受
の
決
心
に
て
組
閣
の
準
備
に
入
る
。（
原
註
四
）

〔
中
略
〕

八
月
三
十
一
日

金
曜
日

天
長
節
祭
に
つ
き
午
前
八
時
二
十
分
摂
政
の
御
資
格
に
て
御
出
門
、
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
に

御
拝
礼
に
な
る
。
天
皇
へ
の
御
使
と
し
て
東
宮
太
夫
珍
田
捨
巳
を
日
光
田
茂
沢
御
用
邸
へ
遣
わ
さ
れ
る
。（
原
註
五
）

九
月
一
日

土
曜
日

午
前
十
時
赤
坂
離
宮
を
御
出
門
、
宮
城
に
御
出
務
に
な
る
。
十
一
時
五
十
八
分
、
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
。
突
如
上
下
の
大
き
な
揺
れ
が
起
り
、
震
動
甚
だ
し
く
、
皇
太
子
は
直
ち
に
西
一
ノ
間
よ
り
前
庭
に
避
難
さ
れ
る
。
強
震

が
相
次
ぎ
、
轟
音
と
と
も
に
正
殿
は
動
揺
し
、
硝
子
・
障
子
の
軋
む
音
に
て
、
一
時
は
凄
然
た
る
有
様
と
な
る
。
そ
の
後
も
余

震
が
続
き
、
し
ば
し
ば
大
震
動
が
あ
る
。
宮
殿
内
に
お
い
て
は
、
各
所
に
て
家
具
・
調
度
品
が
転
倒
・
落
下
す
る
。
地
震
発
生
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直
後
よ
り
、
内
大
臣
平
田
東
助
・
宮
内
次
官
関
屋
貞
三
郎
・
東
宮
職
御
用
掛
西
園
寺
八
郎
・
内
匠
頭
小
原
駿
吉
及
臨
時
内
閣
総

理
大
臣
内
田
康
哉
が
相
次
い
で
伺
候
す
る
。
午
後
一
時
頃
、
皇
太
子
は
自
動
車
に
て
吹
上
御
苑
内
観
瀑
亭
に
移
ら
れ
、
御
昼
食

を
召
さ
れ
る
。
同
所
に
内
務
大
臣
水
野
錬
太
郎
・
警
視
総
監
赤
池
濃
等
が
伺
候
し
状
況
を
言
上
、
海
軍
大
臣
財
部
彪
・
東
京
府

知
事
宇
佐
美
勝
夫
・
貴
族
院
議
長
徳
川
家
達
等
が
伺
候
し
、王
世
子
付
武
官
金
応
善
が
王
世
子
李
垠
の
御
使
と
し
て
参
内
す
る
。

東
宮
職
に
お
い
て
は
、
御
避
難
所
を
赤
坂
離
宮
内
広
芝
御
茶
屋
と
決
定
に
つ
き
、
三
時
三
十
分
観
瀑
亭
を
御
出
発
、
赤
坂
離
宮

に
御
帰
還
、
直
ち
に
広
芝
御
茶
屋
に
お
入
り
に
な
り
、
同
所
に
お
い
て
御
政
務
を
お
執
り
に
な
る
。（
原
註
六
）

東
京
衛
戍
司
令
官
代
理
第
一
師
団
長
石
光
真
臣
に
謁
を
賜
い
、
震
災
の
状
況
、
救
助
方
法
、
軍
隊
の
配
備
等
に
関
す
る
言
上

を
御
聴
取
に
な
る
。（
原
註
七
）

こ
の
日
の
地
震
は
、
相
模
湾
を
震
源
と
し
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
静
岡
・
千
葉
及
び
山
梨
の
一
府
五
県
に
未
曾
有
の
惨

禍
を
も
た
ら
す
。
宮
城
内
の
被
害
は
、
宮
殿
、
宮
内
省
庁
舎
等
は
倒
壊
を
免
れ
た
る
も
、
主
馬
寮
馬
車
舎
・
女
官
部
屋
廊
下
な

ど
全
壊
六
百
六
十
坪
、
済
寧
館
・
主
馬
寮
庁
舎
な
ど
半
壊
九
百
五
十
八
坪
、
そ
の
他
大
破
四
千
二
百
二
十
坪
。
青
山
御
所
・
赤

坂
離
宮
は
被
害
比
較
的
軽
微
な
る
も
、
芝
離
宮
、
浜
離
宮
、
高
輪
東
宮
御
所
、
帝
室
林
野
管
理
局
庁
舎
、
学
習
院
第
二
教
室
、

特
別
教
室
、
雅
楽
練
習
所
等
は
焼
失
す
る
。
各
所
よ
り
発
生
し
た
火
災
は
宮
城
に
迫
り
、
大
手
門
・
有
光
亭
振
天
府
脇
に
飛
び

火
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
消
し
止
め
ら
れ
、
夜
に
入
っ
て
吹
上
御
苑
・
宮
殿
、
主
馬
寮
等
に
危
険
を
感
ず
る
も
、
防
ぐ
こ
と

を
得
る
。
二
重
橋
外
苑
に
罹
災
者
が
殺
到
し
た
た
め
、
午
後
七
時
平
川
門
を
開
き
、
主
馬
寮
広
場
に
収
容
す
る
。
府
下
に
お
い

て
は
芝
離
宮
・
高
輪
東
宮
御
所
・
新
宿
御
苑
・
猿
江
御
料
地
・
上
野
公
園
・
白
金
御
料
地
・
高
田
御
料
地
な
ど
の
御
料
地
の
一

部
、
及
び
学
習
院
・
女
子
学
習
院
・
学
習
院
初
等
科
の
建
物
を
罹
災
民
救
済
の
た
め
開
放
し
、
各
皇
族
も
殿
邸
・
地
所
の
一
部

を
罹
災
者
収
容
の
た
め
に
提
供
す
る
。
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こ
の
日
天
皇
・
皇
后
は
日
光
田
茂
沢
御
用
邸
に
御
滞
在
中
に
つ
き
、
皇
太
子
は
御
安
否
を
お
伺
い
し
、
御
自
身
の
無
事
を
報

知
さ
れ
た
く
思
召
さ
れ
る
も
、
電
信
・
電
話
・
鉄
道
等
の
機
関
は
全
く
途
絶
し
、
日
光
と
の
常
備
通
信
連
絡
も
遮
断
し
全
く
不

可
能
の
た
め
、
宮
内
省
よ
り
陸
軍
当
局
に
、
飛
行
機
に
よ
っ
て
連
絡
を
行
う
こ
と
を
交
渉
す
る
。
翌
二
日
未
明
、
栃
木
県
理
事

官
三
橋
孝
一
郎
が
自
動
車
に
て
東
京
に
来
着
、
日
光
田
茂
沢
御
用
邸
に
て
は
石
垣
の
一
部
が
破
損
し
た
の
み
に
て
、
天
皇
・
皇

后
及
び
同
地
に
滞
在
の
雍
仁
親
王
・
崇
仁
親
王
は
御
無
事
と
の
報
を
も
た
ら
す
。
よ
っ
て
三
橋
に
託
し
、
東
京
の
情
報
を
日
光

へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
陸
軍
飛
行
機
に
託
し
て
詳
報
す
る
こ
と
と
な
る
。
飛
行
機
は
東
京
を
発
し
て
宇
都
宮
に
到
着
、

栃
木
県
警
察
部
を
介
し
て
電
話
に
て
田
茂
沢
御
用
邸
に
伝
達
し
、
帰
路
同
地
方
の
情
報
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
東
宮
侍
従
甘
露

寺
受
長
を
御
使
と
し
て
日
光
へ
遣
わ
さ
れ
る
。（
原
註
八
）

こ
の
日
の
地
震
の
た
め
、
武
彦
王
妃
佐
紀
子
女
王
は
神
奈
川
県
鎌
倉
山
階
宮
別
邸
に
お
い
て
、
師
正
王
は
同
県
鵠
沼
東
久
邇

宮
別
邸
に
お
い
て
、
寛
子
女
王
は
同
県
小
田
原
閑
院
宮
別
邸
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
建
物
倒
壊
の
た
め
薨
去
す
る
。（
原
註
九
）

こ
の
日
よ
り
当
分
赤
坂
離
宮
広
芝
御
茶
屋
に
て
過
ご
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
夜
は
、
戸
板
一
枚
を
開
き
御
就
寝
に
な
る

も
、
強
震
に
て
戸
外
に
お
出
ま
し
に
な
る
こ
と
数
度
あ
り
。（
原
註
十
）

（
原
註
一
）
東
宮
内
舎
人
日
記
、
行
啓
録
、
牧
野
伸
顕
日
記
、
松
本
剛
吉
政
治
日
誌
、
奈
良
武
次
日
記
、
入
江
寛
一
日
記

政
変
思
出
草
、
伯
爵
平
田
東
助
伝
、
東
京
日
日
新
聞
、
読
売
新
聞

（
原
註
二
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
東
宮
内
舎
人
供
奉
日
記
、
東
宮
職
日
誌
、
行
啓
録
、
行
幸
録
、

宮
内
省
省
報
、
官
報
、
奈
良
武
次
日
記

（
原
註
三
）
東
宮
侍
従
日
誌

宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
五
年
。
第
二
巻
、
九
一
四
ー
九
一
九
頁
。

①
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（
原
註
四
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
東
宮
職
日
誌
、
牧
野
伸
顕
日
記
、
松
本
剛
吉
政
治
日
誌
、

奈
良
武
次
日
記
、
伯
爵
平
田
東
助
伝
、
東
京
日
日
新
聞
、
読
売
新
聞

（
原
註
五
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
東
宮
職
日
誌
、
祭
祀
録
、
儀
式
録
、
行
啓
録
、
幸
啓
録
、
典
式
録

（
原
註
六
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
東
宮
職
日
誌
、
震
災
録
、
行
啓
録
、
奈
良
武
次
日
記
、

四
竈
孝
輔
日
誌
、
震
災
録
、
大
正
震
災
志
、
帝
都
復
興
秘
録

（
原
註
七
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
侍
従
武
官
府
歴
史

（
原
註
八
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
秩
父
宮
御
側
日
誌
、
震
災
録
、
東
京
震
災
録
、
帝
都
復
興
秘
録

（
原
註
九
）
震
災
録
、
皇
族
身
分
録
、
墓
誌
銘
録
、
宮
内
省
省
報
、
官
報
、
東
京
震
災
録
、
大
正
震
災
志

（
原
註
十
）
東
宮
侍
従
日
誌

①

震
災
第
三
日
に
は
「
罹
災
者
ノ
境
遇
ニ
対
シ
テ
ハ
心
深
ク
之
ヲ
傷
ム
」
摂
政
宮
が
、「
官
民
其
レ
協
力
シ
テ
適
宜
応
急
ノ
処
置
ヲ

為
」
せ
と
の
沙
汰
書
を
総
理
大
臣
に
授
け
、
内
努
金
千
万
円
を
下
賜
し
た
。

宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

そ
の
二

九
月
三
日

月
曜
日

午
前
八
時
十
分
、
天
皇
御
使
と
し
て
侍
従
山
県
辰
吉
が
日
光
よ
り
上
京
、
赤
坂
離
宮
広
芝
御
茶
屋
に
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参
候
に
つ
き
謁
を
賜
う
。
同
時
に
、
東
宮
侍
従
甘
露
寺
受
長
は
、
天
皇
・
皇
后
へ
の
御
使
を
果
た
し
て
帰
着
す
る
。（
原
註
一
）

午
前
九
時
十
分

第
三
師
団
参
謀
陸
軍
歩
兵
太
尉
佐
藤
覚
一
に
謁
を
賜
う
。
佐
藤
大
尉
は
岐
阜
県
各
務
原
飛
行
場
よ
り
飛
行

機
に
て
上
京
に
つ
き
、
関
西
地
方
の
状
況
並
び
に
飛
行
途
上
の
視
察
状
況
に
つ
き
言
上
す
る
。
つ
い
で
参
謀
総
長
河
合
操
よ
り

震
災
状
況
に
つ
い
て
の
言
上
を
御
聴
取
に
な
る
。
九
時
五
十
分
、
海
軍
軍
装
に
お
召
し
替
え
の
上
、
海
軍
司
令
官
山
下
源
太
郎

に
謁
を
賜
い
、
帷
幄
上
奏
を
受
け
ら
れ
る
。

午
後
零
時
四
十
五
分
、
恒
憲
王
参
候
に
つ
き
御
対
面
に
な
る
。
次
ぎ
に
内
閣
総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
に
謁
を
賜
い
、
言
上
を

受
け
ら
れ
る
。
二
時
、
雍
仁
親
王
参
候
に
つ
き
御
対
面
の
上
、
暫
時
御
対
談
に
な
る
。
ま
た
こ
の
日
大
谷
光
明
、
前
東
宮
太
夫

浜
尾
新
、
東
宮
職
御
用
掛
服
部
宇
之
吉
、
前
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
、
宮
内
書
記
官
二
荒
芳
徳
、
元
皇
子
傅
育
官
桑
野
鋭
等
前
後

し
て
伺
候
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
謁
を
賜
う
。（
原
註
二
）

午
後
二
時
二
十
分
、
陸
軍
大
臣
田
中
義
一
参
候
に
つ
き
謁
を
賜
う
。
田
中
陸
相
は
関
東
戒
厳
司
令
部
条
例
並
び
に
陸
軍
大
将

福
田
雅
太
郎
を
関
東
戒
厳
司
令
官
に
補
職
の
件
等
の
御
裁
可
を
奏
請
す
る
。
よ
っ
て
三
時
四
十
分
御
裁
可
に
な
る
。
関
東
戒
厳

司
令
官
は
天
皇
に
直
隷
し
東
京
府
及
び
そ
の
付
近
に
お
け
る
鎮
戌
警
備
に
任
じ
、
東
京
衛
戌
司
令
官
に
代
わ
り
、
昨
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
戒
厳
令
の
職
務
を
東
京
府
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
行
う
。
な
お
、
な
お
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
及
び
三
浦
郡
に
お
い

て
は
、
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
が
戒
厳
司
令
官
の
職
を
行
う
。（
原
註
三
）

午
後
五
時
、
宮
内
次
官
関
屋
貞
三
郎
参
候
に
つ
き
謁
を
賜
い
、
言
上
を
お
聞
き
に
な
る
。

午
後
六
時
三
十
分
内
閣
総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
を
お
召
し
に
な
り
、
天
皇
は
今
回
の
震
災
に
つ
き
被
害
惨
状
を
極
む
る
趣
を

聞
し
召
さ
れ
、
賑

恤
の
思
召
し
を
以
て
内
帑
金

一
千
万
円
を
御
下
賜
に
な
る
旨
を
伝
え
ら
れ
、
併
せ
て
左
の
摂
政
御
沙
汰
を

し
ん
じ
ゅ
つ

賜
う
。
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今
回
稀
有
ノ
大
地
震
東
京
及
近
県
ヲ
襲
ヒ
之
ニ
加
フ
ル
ニ
大
火
ヲ
以
テ
シ
テ
其
ノ
惨
害
甚
タ
大
ナ
ル
ハ
実
ニ
国
家

生
民
ノ
不
幸
ナ
リ
余
ハ
其
ノ
実
況
ヲ
見
聞
シ
テ
日
夜
憂
戚
シ
殊
ニ
罹
災
者
ノ
境
遇
ニ
対
シ
テ
ハ
心
深
ク
之
ヲ
傷
ム
茲

ニ
内
帑
ヲ
頒
チ
テ
其
ノ
苦
痛
ノ
情
ヲ
慰
メ
ン
ト
欲
ス
官
民
其
レ
協
力
シ
テ
適
宜
応
急
ノ
処
置
ヲ
為
シ
以
テ
遺
憾
ナ
キ

ヲ
期
セ
ヨ

つ
い
で
関
東
軍
戒
厳
司
令
官
福
田
雅
太
郎
、
近
衛
師
団
長
森
岡
守
成
に
謁
を
賜
う
。（
原
註
四
）

午
後
六
時
五
十
分
侍
従
河
鰭
実
英
・
同
岡
本
愛
祐
よ
り
、
震
災
地
視
察
状
況
の
言
上
を
御
聴
取
に
な
る
。
こ
の
日
、
河
鰭
侍

従
は
日
比
谷
・
芝
・
日
本
橋
・
京
橋
方
面
へ
、
岡
本
侍
従
は
神
田
・
本
郷
・
上
野
方
面
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
・
皇
后
の
御
使
と

し
て
差
し
遣
わ
さ
れ
る
。（
原
註
五
）

〔
中
略
〕

午
後
八
時
二
十
分
、
雍
仁
親
王
が
ふ
た
た
び
参
候
す
る
。
こ
の
夜
は
広
芝
御
茶
屋
に
御
同
室
に
て
御
就
寝
に
な
る
。（
原
註

六
）（

原
註
一
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
貞
明
皇
后
実
録

（
原
註
二
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
職
日
誌
、
秩
父
宮
御
側
日
誌

（
原
註
三
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
官
報
、
奈
良
武
次
日
記
、
侍
従
武
官
府
歴
史

（
原
註
四
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
震
災
録
、
内
閣
官
房
総
務
課
資
料
、
宮
内
省
省
報
、
官
報
、

大
正
震
災
志
、
東
京
府
大
正
震
災
誌

（
原
註
五
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
震
災
録
、
侍
従
武
官
府
歴
史
、
東
京
震
災
録



『
昭
和
天
皇
実
録
』
第
二
巻
、
九
二
〇
ー
九
二
二
頁
。

①

「
官
報
号
外
」
大
正
十
二
年
九
月
二
日
、
印
刷
局
。

②
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（
原
註
六
）
東
宮
侍
従
日
誌
、
東
宮
内
舎
人
日
記
、
秩
父
宮
御
側
日
誌

①

こ
の
よ
う
な
皇
室
の
対
応
と
施
策
を
受
け
て
、
大
地
震
発
生
の
当
日
内
田
臨
時
内
閣
の
奏
上
に
よ
り
、
ま
ず
三
つ
の
勅
令
が
発
せ

ら
れ
、
手
書
き
の
官
報
号
外
で
公
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
非
常
徴
発
令
の
公
布
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の
設
置
、
お
よ
び
戒
厳

令
の
適
用
を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。

官
報
号
外

大
正
十
二
年

九
月
二
日

朕
茲
ニ
緊
急
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
帝
国
憲
法
第
八
条
ニ
依
り
非
常
徴
発
令
ヲ
裁
可
シ
公
布
セ
シ
ム

御
名
御
璽

摂
政
名

②

官
報
号
外

大
正
十
二
年

九
月
二
日

朕
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
官
制
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御
名
御
璽

「
官
報
号
外
」
大
正
十
二
年
九
月
二
日
、
印
刷
局
。

①

「
官
報
号
外
」
大
正
十
二
年
九
月
二
日
、
印
刷
局
。

②
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摂
政
名

①

官
報
号
外

大
正
十
二
年

九
月
二
日

印
刷
局

朕
茲
ニ
緊
急
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
帝
国
憲
法
第
八
条
ニ
依
リ
一
定
ノ
地
域
ニ
戒
厳
令
中
必
要
ノ
既
定
ヲ
適
用
ス
ル
ノ
件
ヲ
裁

可
シ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御
名
御
璽

摂
政
名

②

か
く
し
て
二
日
に
成
立
し
た
山
本
内
閣
の
も
と
で
、
右
記
の
勅
令
に
基
づ
い
て
「
治
安
維
持
令
」、「
暴
利
取
締
令
」、「
支
払
延

期
令
」
が
公
布
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
皇
室
と
政
権
の
連
携
は
、「
摂
政
御
沙
汰
｝
を
受
け
た
四
日
の
「
内
閣
告
諭
」、
さ
ら
に
は
首

都
復
興
を
主
軸
と
す
る
十
二
日
の
詔
書
渙
発
へ
と
進
展
す
る
。


